
 
 

 

 

 

 

 

 

 

巻頭言 

「光エレクトロニクスの論文はどこへ？」 

 
光エレクトロニクス研究専門委員会 委員長 

小柴 正則（北海道大学大学院情報科学研究科） 

 

光エレクトロニクス研究

専門委員会の委員長職を拝

命して、早いもので、半年

になろうとしています。現

在、西村正幸氏（住友電気

工業株式会社）に副委員長

を、高橋 浩氏（日本電信電

話株式会社）に先任幹事を、佐藤功紀氏（古河電

気工業株式会社）に後任幹事をお願いしておりま

す。また、27 名の方々に専門委員をお務めいただ

いております。おかげさまで、光エレクトロニク

ス研究会も順調に回を重ねておりまして、沢山の

論文が発表されています。また、先月、北海道大

学で開催されたソサイエティ大会の光エレクト

ロニクスのセッションでは、シンポジウム講演を

含めて 146 件の論文が発表されました。これはエ

レクトロニクスソサイエティ全体の論文数の四

分の一強に当ります。ちなみに、今春、大阪大学

で開催された総合大会でも、ほぼ同様でした。 

こうした状況は、この分野の研究者人口からし

ますと、想定される範囲内とも思いますが、我が

電子情報通信学会の論文誌を眺めてみますと、事

態は一変します。実際、エレクトロニクスソサイ

エティ発行の論文誌を、昨年の 1 月号から 12 月

号までの 1 年分について調べてみますと、和文論

文誌では「光エレクトロニクス」、英文論文誌で

は「Optoelectronics」のカテゴリーに分類された論

文の全論文数に占める割合は、和文論文誌で 15%

以下、英文論文誌にいたっては、4%にも満たない

といった具合です。ここでは、話を簡単にするた

めに、少々乱暴ですが、特集号論文や、昨年から

刊行された電子ジャーナル「ELEX」に掲載され

た論文を除外しています。このため、一概には言

えませんが、大会や研究会の盛況ぶりを思い起こ

しますと、論文誌のほうの「光エレクトロニクス」
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や「Optoelectronics」の論文は確かに少なく、「光

エレクトロニクスの論文はどこへ行ったのか？」

となるのも無理のないところです。 

ただ、答えは簡単で、この分野（に限ったこと

ではもちろんありませんが）には、投稿先として

の国際ジャーナルが沢山あって、大会や研究会で

発表された論文は、実はその多くが海外に行って

いるのです。Journal Citation Reports（The Thomson 

Corporation）によりますと「OPTICS」のカテゴリ

ーには、54 誌のジャーナルが、それぞれのインパ

クトファクタ（Impact Factor, IF）とともに収録さ

れ て い ま す 。 IEEE の LEOS （ Lasers and 

Electro-Optics Society）や OSA（Optical Society of 

America）が刊行しているジャーナルに限っても

10 誌近くあります。こうしたジャーナルに日本人

の論文が毎号のように掲載されるようになって

久しく、この分野における我が国のポテンシャル

の高さを反映した結果となっています。 

とはいえ、安心してはいられません。最近、東

南アジアの諸国、特に、韓国、中国、シンガポー

ルといったところから、沢山の論文がこうした国

際ジャーナルに掲載されるようになってきた感

じがいたします。これらの国々が着実に科学技術

力を付けはじめている証で、自国には適当なジャ

ーナルがないために、最先端の研究成果がどんど

ん国際ジャーナルに流れているものと思われま

す。一方、私たちは、国内に立派なジャーナルを

持っており、これは科学技術先進国としての責務

かもしれませんが、同時に学会の経営を圧迫して

いることも事実です。平成 18 年から電子情報通

信学会の論文誌はオンラインジャーナル化され

ますが、その成果を検証しながら論文誌のあり方

について知恵を絞る必要がありそうです。できる

だけ多くの人に自分の論文を読んでもらいたい、

できれば引用もしてもらいたい、とすれば、IF の

高いジャーナルに投稿するのが効果的、となるの

は研究者心理として当然のことだろうと思いま

す。IF が全てではありませんが、IF の高いジャー

ナルにはポジティブフィードバック（良い論文が

集まっている→お金を払っても目を通しておか

なければならない→読者が増える→引用が増え

る→認知度が上がる→良い論文が集まる）がかか

っているように見えます。少しでも IF を高める努

力を継続することが海外へ行きかけた論文を呼

び戻し、また、海外から論文を呼び込む一つのき

っかけになるのではないかと思います。 

 
著者略歴 

1971 年北大・工・電子卒。1973 年同大学院修士課
程了。1976 年同大学院博士課程了。工学博士。1976
年北見工大・講師。1977 年同助教授。1979 年北大・
助教授。1987 年同教授。現在、同大学院情報科学研
究科教授、副研究科長。光エレクトロニクスに関す
る研究に従事。電子情報通信学会理事、同学会エレ
クトロニクスソサイエティ会長、映像情報メディア
学会副会長、IEEE LEOS Japan 

Chapter 委員長などを歴任。電子情報通信学会業
績賞、論文賞、エレクトロニクスソサイエティ賞な
どを受賞。電子情報通信学会フェロー。IEEE フェロ
ー。OSA フェロー。 

 

平成 16 年度学術奨励賞受賞記 

 

木下 延博（ＮＨＫ放送技術研究所） 

 

この度は，伝統ある学術奨励

賞を授与いただき大変光栄

なことと感じております．ご

推薦いただきました学会関

係者の皆様方に厚く御礼申

し上げます．また，本研究を

進めるにあたりご指導いただきました弊所・材料

基盤技術 G の佐藤部長，清水副部長，上條主任研

究員，石井専任研究員，椎野研究員に深く感謝い

たします． 

 受賞対象となりました「ホログラム記録におけ

る角度選択性の FDTD 解析」は，厚いホログラム

格子内における光伝搬の計算機シミュレーショ

ンに関する報告です． 

 次世代の光情報記録技術として注目されてい

るホログラム記録では，情報で変調された光の干

渉縞が媒体内部に記録・保持されます．特に厚い

ホログラムでは，例えば媒体への光入射角度など

の記録条件を変えながら，複数の情報を同一体積



内に多重記録できるため，大容量化が可能です．

放送局における映像コンテンツの蓄積量は年々

増加しており，従来のテープに代わる新しい大容

量メディアとしてホログラム記録の研究を進め

てきました．特に我々のグループは多重記録実験

による実証と共に，計算機シミュレーションに注

力してきました． 

 従来から用いられてきたホログラム再生特性

の計算手法は，情報で変調されていないシンプル

なホログラムに対して高速・高精度に適用可能で

した．しかし，情報で変調された干渉縞分布は複

雑なパターンを構成するため，ホログラム内部の

光伝搬を忠実にシミュレートすることは困難で

した．そこで今回，陽解法の一つであり複雑な構

造でもモデル化が容易な FDTD 法（有限差分時間

領域法）をシミュレーション手法として用いる提

案をいたしました．本報告では基礎的な確認とし

て，厚さ 250μm の媒体に記録されたシンプルな

ホログラムの再生時角度選択性を計算し，その結

果が同じ条件での実験結果と一致することを示

しました． 

 報告後さらに研究を進め，デジタル情報で変調

された体積ホログラムの再生特性解析に取り組

んできました．体積ホログラム内部の干渉縞分布

計算には，フレネル・キルヒホッフの回折積分で

はなく，平面波展開法を適用することで計算時間

の短縮を図りました．これにより求めた干渉縞分

布を媒体内の比誘電率分布に変換し，解析領域の

モデル化を行っています．このモデルに対して三

次元 FDTD 法を適用し，再生時の光伝搬をシミュ

レートしました．複数の情報が角度多重記録され

た体積ホログラムについて計算した結果，それら

の情報がそれぞれ分離して再生できることを確

認しました．また，媒体としてポリマー材料を使

用する際に問題となる体積収縮の影響について

も，本シミュレータを用いて検討を始めています． 

 ホログラム記録技術の実用化には課題も残っ

ていますが，今回の受賞を励みとし，より一層研

究・開発に邁進してゆく所存です．今後ともご指

導・ご鞭撻の程よろしくお願いいたします． 

 
著者略歴： 
 昭和 47 年 12 月 11 日生まれ，平成 7 年同志社大学
工学部電子工学科卒業，平成 9 年同大学院工学研究
科電気工学専攻博士前期課程修了．同年，日本放送
協会に入局．大阪放送局を経て，現在，放送技術研
究所にて光情報記録の研究に従事． 

 

平成 16 年度学術奨励賞受賞記 

坂元 明（フジクラ） 

 

この度は，伝統ある学術奨

励賞を頂き大変光栄に思っ

ております．本賞にご推薦

頂きました学会関係者の皆

様方には深く御礼申し上げ

ます。また，本研究を進め

るにあたり，多大な御指導，御協力を頂きました

弊社・光電子技術研究所・和田所長，細谷部長，

奥出グループ長，共同研究者である二本柳氏，堀

本氏，天野氏ら関係各位に心より感謝申し上げま

す．また，研究生活を陰で支えてくれた妻みずほ，

息子の拓登に感謝の意を表します． 

 今回受賞対象となりました「エキシマランプ照

射による紫外線感受性ロッキング効果」および

「高遮断特性を有するチャープトファイバグレ

ーティング」は，共に光ファイバグレーティング

に関する報告です． 

 光ファイバグレーティング(FBG)は，光ファイ

バのコアが紫外線照射により屈折率上昇する特

性（光感受性）を用いて、コアに周期的な屈折率

変化を形成して波長選択フィルタの機能を実現

する光部品であり，光通信の分野で幅広く使用さ

れています．具体的には，光ファイバの側面から

エキシマレーザなどのコヒーレント光を，位相マ

スクを介して照射することにより，周期 500nm 程

度の紫外光の強度分布をつくり、それに比例した

屈折率分布を形成します．この時，光感受性の大

きい光ファイバ，つまり，わずかな紫外光レーザ

照射で大きな屈折率変化が得られる光ファイバ

を用いることが重要となります． 

 「エキシマランプ照射による～」は，この光感



受性に注目した報告です．高圧水素雰囲気に光フ

ァイバをおき光ファイバ中に水素を浸透させる

ことで光感受性を増大させる方法が広く用いら

れています．しかし，水素はファイバ中から大気

中へ拡散してしまうため，光感受性増大効果は時

間と共に消失してしまいます．一方，水素を浸透

させた光ファイバに紫外レーザを照射する事に

より，水素拡散後も高い光感受性を保つ効果が報

告されていますが，紫外光レーザは高価である事

に加え，広い範囲にわたった均一な強度分布が得

られないことから，実用化は困難でした．我々は，

比較的安価な紫外線光源であるエキシマランプ

が適用できないか検討を進め，ランプの微弱な光

でも十分大きな光感受性保持効果が得られるこ

とを実証しました．これにより，高い光感受性を

保持した光ファイバを容易に作製できるように

なり，FBG 作製工程の簡略化，低価格化に貢献で

きる技術を実現しました． 

 一方の「高遮断特性を有する～」は，50dB 以上

の高遮断率を FBG で実現するために必要な技術

の報告です．一般に，FBG においては，屈折率変

化量を大きくすればするほど，大きな遮断率が得

られると考えられてきました．しかし，実際に作

製してみると，屈折率変化量を大きくしても遮断

率が 50dB 以上に到達しない現象が確認されまし

た．我々は，この原因が，紫外線照射により引き

起こされた屈折率の急激な変化によるモードフ

ィールドミスマッチであることを実験的に確認

し，遮断率改善のためにはアポダイゼーションが

有効であることを示しました．本方式の採用によ

り， 60dB 以上の高遮断率が実現でき，FBG の適

用分野拡大に寄与できるものと考えております． 

 入社以来携わってきた FBG の応用範囲は，近

年，従来の光通信分野にとどまらず，歪み探知・

温度検知などのセンサ分野に広がろうとしてい

ます．今回の受賞を励みとして，FBG を始めとし

た光製品がより広い分野で社会に貢献できるよ

うに研究・開発に精進していきたいと思います．

今後とも皆様のご指導・ご鞭撻のほど，よろしく

お願い申し上げます． 

 
著者略歴 
昭和４８年１２月２７日生まれ．平成８年 慶應義
塾大学 理工学部電気工学科卒業．平成１０年同大
学院理工学研究科物質科学専攻修了．同年，株式会
社フジクラに入社．以来，光ファイバグレーティン
グなどの光部品の開発に従事． 

 

材料デバイスサマーミーティング 

 

 ６月２４日に恒例のサマーミーティング(*)が

機械振興会館で開催された．材料・デバイス分野

の研究者が一堂に会して有益な意見交換ができ

る場で、今回で９回目。 

 今年度は 7つの研究会（機構デバイス、電子部

品・材料、有機エレクトロニクス、光エレクトロ

ニクス、レーザ・量子エレクトロニクス、ポリマ

ー光回路、次世代ナノ技術）が参加し、合計４３

件の発表と活発な議論がなされた． 

 また，東京大学の榊裕之先生をお招きし，「半

導体ナノ構造による電子の量子制御と先端素子

応用の展望」という題目で講演をしていただいた。 

ＳｉＭＯＳＦＥＴの反転層における量子効果の

実験的検証から始まり、超格子関連の研究を経て、

量子細線、量子箱の提案に繋がっていく過程とマ

イクロ波や光デバイスの革新に繋がった成果、さ

らに最近の展望に関しエピソードを交えご紹介

いただいた。黎明期のＭＯＳＦＥＴが大学に持ち

込まれたことが研究の端緒となったことなどを

引き合いに、産学連携が基礎研究にも重要な役割

を果たすことなどのご指摘があり、有意義なお話

であった。 

（*本年より材料デバイスサマーミーティングに改称） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別講演の様子 

(会員事業担当: 森塚) 


